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合から引き揚げられた 19 世紀頃の徳利 3 点が知られ
ている。遊佐町沖合、鶴岡市鼠ヶ関港沖合で引き揚げ
られた近世、幕末明治の徳利である。このうち１点は















の海揚がり陶磁器 4 点を紹介している（酒井 2006）。
須惠器壺 2 点、珠洲焼壺 1 点、薩摩焼屎瓶 1 点である。
















さ 39.7cm、口径 34.0cm、底径 11.0cm、胴部最大径
33.9cm。暗灰色で焼締まる。貝殻付着痕が残る。14
世紀前半の製品である。
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高さ 39.7cm、口径 34.0cm、底径 11.0cm、胴部最大径
33.9cm。暗灰色で焼締まる。貝殻付着痕が残る。14 世
紀前半の製品。致道博物館蔵。酒井英一実測。
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